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明治9(1876)年 1月に，大阪で発行された，オランダ医師エルメレンス(ChristianJacob Ermerins :亜爾蔑
聯斯または越年蔑聴斯と記す， 1841-1879) による講義録，~原病皐各論 巻九』の原文の一部を紹介し，
その全現代語訳文と解説を加え，現代医学と比較検討した.また，一部では，歴史的変遷，時代背景に
ついても言及する.
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の病理学者のロキタンスキー (KarlFreiherr von 
Rokitansky: 1804幽 1878) が~Acute yellow atrophy of 
the LiverJ]として，提唱した疾患名とされる.
これは，現在では，~急性肝細胞壊死 (Acuteliver cell 








態』を指している 2 4) 
また， rレウシ子j は， ~ロイシン (Leucine)J]を指






































































































































































葉 (Sennae folium) ~を乾燥したもので，センノシ
ド (Sennoside:C21H2 001 0)を含み，緩下剤，健胃
剤などとして利用されている.また， i甘求」は，難容






purga) ~の根を乾燥させたもので，ヤラピン (C 35 H 5
6016) を含み，緩下剤として利用された 6，9) 
「雇育」は『アロエ』を指し，これは，ユリ科植物
の『アロエ(Aloeferox) ~の葉からとれる液汁を乾燥
したものであり，アロイン (C2OH1 809) を含み，潟
下剤，強壮健胃剤として利用されている 10) 
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03N'H20)，コデイン (C1SH2 lN03)'テパイン (C
1 9H2 3N03)'パパペリン (C2oH21N04)'ナルコチン
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